
（�）　平成 22年 6月 第 75号

岩
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
裸
地
化
し
た
箇
所
に

お
い
て
は
降
雨
の
度
に
土
砂
が
流
出
す
る
脆
弱

な
地
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
林
道

沿
線
は
樹
齢
百
年
前
後
の
人
工
林
ヒ
ノ
キ
を
有

し
、
間
伐
を
実
施
し
つ
つ
広
葉
樹
の
生
育
も
促

進
し
な
が
ら
複
層
林
化
を
図
り
、
よ
り
災
害
に

強
い
林
分
に
誘
導
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
工
事
や
森
林
整
備
に
際
し
、
下
流

域
の
地
元
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る
こ

と
と
し
、
法
面
緑
化
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

等
に
よ
る
土
砂
の
流
出
を
抑
え
た
工
法
や
間
伐

に
つ
い
て
、
現
地
視
察
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
雨
降
り
の
中
で
し
た
が
、
参
加
者
全

員
で
シ
ラ
カ
バ
の
記
念
植
樹
を
行
い
、
終
了
後

は
地
元
公
民
館
で
工
事
内
容
や
森
林
整
備
、
今

年
度
以
降
の
間
伐
と
林
道
整
備
の
必
要
性
、
さ

ら
に
は
隣
接
民
有
林
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
開
設
の
努
力
に
敬
意
を
表

し
た
い
」「
林
道
は
入
口
と
出
口
が
一
緒
で
は

な
く
幹
線
的
な
林
道
が
望
ま
し
い
」「
林
道
延

長
に
よ
り
民
有
林
の
間
伐
も
進
む
」
な
ど
、
活

発
な
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
、
意
義
深
い
現
地

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
地
元
関
係
者
と
の
意
見
交
換
に
努

め
、
地
域
に
密
着
し
た
森
林
整
備
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 
［
指
導
普
及
課
］
六
月
五
日
（
土
）、
長
野
市

及
び
近
隣
市
町
村
の
小
・
中
学
生
の
親
子
を
対

象
に
、
職
場
見
学
や
林
業
体
験
等
を
通
じ
、
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
や
森
林
の
働
き
や
役
割
に
つ

い
て
、
親
子
が
一
緒
に
な
っ
て
学
ん
で
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
の
様
々
な
取
組

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
親
子
の
森

林
体
験
教
室
」
を
、
長
野
市
の
北
信
木
材
流
通

加
工
セ
ン
タ
ー
及
び
戸
隠
高
原
に
お
い
て
開
催

し
、
八
組
、
二
十
三
名
の
親
子
・
家
族
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

北
信
署
管
内
の
国
有
林
材
を
扱
っ
て
い
る
長

野
市
の
北
信
木
材
流
通
加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
、

参
加
者
全
員
が
協
力
し
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
回
使
用
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
一

般
住
宅
と
同
じ
方
法
で
設
計
さ
れ
、
プ
レ
カ
ッ

ト
加
工
し
た
本
格
的
な
も
の
で
、
大
人
と
子
供

達
が
各
工
程
を
分
担
し
な
が
ら
、
家
を
建
て
る

た
め
の
作
業
を
体
験
し
、
立
派
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア

ハ
ウ
ス
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

戸
隠
高
原
で
は
、
ス
ッ
キ
リ
と
晴
れ
わ
た
っ

た
青
空
の
も
と
、
戸
隠
森
林
植
物
園
内
を
散
策

し
な
が
ら
家
族
揃
っ
て
昼
食
を
と
り
、
そ
の

後
、
会
場
を
戸
隠
国
有
林
に
移
し
て
、
植
付
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
「
小
鳥
た
ち
の
住
む
森
に
、
実
の
な
る
木
を

植
え
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
親
子
・
家
族
で
力

を
合
わ
せ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
苗
木
、
約
五
十
本

を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

作
業
前
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
方
か
ら
「
鍬
を
使
っ
た
こ
と
が
な

い
」「
植
付
作
業
が
初
め
て
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
が
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
親

子
・
家
族
が
力
を
合
わ
せ
、
普
段
経
験
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

［
南
信
署
］
五
月
二
十
二
日
（
土
）、
南
北

八
ヶ
岳
保
護
管
理
運
営
協
議
会
（
会
長
＝
茅
野

市
長
）
は
、
北
八
ヶ
岳
の
麦
草
峠
に
お
い
て
鹿

よ
け
ネ
ッ
ト
の
設
置
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
に
は
、
同
協
議
会
関
係
者
、
県
内
外
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
森
林
管
理
署
（
東
信
署
、
南
信

署
）
等
、
二
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
林
野
庁
に
よ
る
野
生
鳥
獣
と

の
共
存
に
向
け
た
生
息
環
境
等
整
備
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
昨
年
十
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

麦
草
峠
（
標
高
二
千
百
二
十
七
㍍
）
は
、
以

前
ま
で
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
な
ど
貴
重
な
植
物
が
生
息

し
て
い
ま
し
た
が
、
鹿
の
食
害
に
よ
り
そ
の
姿

は
年
々
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
昨

年
、
高
山
植
物
と
野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向

け
、
麦
草
峠
の
草
原
周
囲
七
百
二
十
㍍
に
鹿
よ

け
ネ
ッ
ト
を
二
㍍
の
高
さ
ま
で
張
り
上
げ
、
今

回
が
二
年
目
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
信
州
大
学
農
学
部
に

八
ヶ
岳
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
の
実
態
調

査
と
高
山
植
物
の
緊
急
保
護
に
関
す
る
調
査
を

委
託
し
、
鹿
の
行
動
範
囲
や
パ
タ
ー
ン
を
追
跡

す
る
中
で
、
有
効
的
で
動
物
に
と
っ
て
も
低
ス

ト
レ
ス
で
あ
る
植
物
の
防
護
方
法
の
研
究
な
ど

の
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

麦
草
峠
の
草
原
で
山
小
屋
を
経
営
す
る
麦
草

ヒ
ュ
ッ
テ
周
辺
で
は
、
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
の
復
元
の

兆
し
が
見
受
け
ら
れ
開
花
が
期
待
さ
れ
る
な

林道整備の必要性等について意見交換

「
親
子
の
森
林
体
験
教
室
」
を
開
催

戸隠国有林にて植付作業を体験した親子の皆さん

よ
み
が
え
れ
！
高
山
植
物
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ど
、
入
山
者
か
ら
も
こ
の
事
業
の
継
続
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
八
ヶ
岳
の
開
山
を
翌
日
に
控
え
た

五
月
二
十
九
日
（
土
）
の
夜
、
硫
黄
岳
山
荘
に

お
い
て
登
山
者
等
に
対
し
て
、
当
署
主
催
に
よ

る
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
中
部
森
林
管
理
局
指
導
普
及

課
の
元
島
生
態
系
管
理
指
導
官
か
ら
、
こ
の
ほ

ど
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
八
ヶ
岳
の
高
山
帯
に

お
け
る
シ
カ
被
害
調
査
報
告
書
」
を
も
と
に
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
に
よ
る
植
生
へ
の
被
害
状
況

等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
を
楽
し
み

に
山
小
屋
に
宿
泊
し
て
い
た
百
八
十
名
も
の
登

山
者
が
八
ヶ
岳
に
お
け
る
シ
カ
被
害
の
現
状
を

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
中
で

も
、
横
岳
の
山
頂
直
下
に
も
本
来
生
息
し
て
い

な
か
っ
た
シ
カ
の
侵
入
が
見
ら
れ
、
希
少
種
の

ツ
ク
モ
グ
サ
の
他
ウ
ル
ッ
プ
ソ
ウ
、
コ
マ
ク
サ

な
ど
に
も
食
害
が
及
ん
で
い
る
と
い
う
報
告
に

は
会
場
で
ど
よ
め
き
が
起
こ
る
な
ど
シ
カ
被
害

の
深
刻
さ
を
感
じ
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

昨
年
、
設
立
さ
れ
た
南
北
八
ヶ
岳
保
護
管
理

運
営
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
被
害
状
況
等
を

踏
ま
え
、
緊
急
的
に
高
山
植
物
を
保
護
す
る
た

め
被
害
の
著
し
い
台
座
の
頭
（
横
岳
〜
硫
黄

岳
）
に
シ
カ
除
け
柵
を
設
置
す
る
計
画
を
た
て

て
い
ま
す
。

　

関
係
者
間
で
は
シ
カ
食
害
の
現
状
を
承
知

し
、
様
々
な
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
一
般
の
方
々
の
認
識
は
低

く
、
改
め
て
啓
発
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

 

［
飛
騨
署
］
当
署
管
内
の
大
イ
チ
イ
は
、
富
山

湾
へ
流
れ
る
宮
・
庄
川
の
最
源
流
部
に
位
置
す

る
天
然
ヒ
ノ
キ
の
遺
伝
資
源
保
存
林
内
に
あ

り
、
こ
れ
ま
で
も
地
元
の
小
中
学
校
の
森
林
教

室
等
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
歩
道
や
階
段

が
ぬ
か
る
ん
で
滑
り
や
す
い
。
保
護
柵
か
ら
遠

く
て
見
づ
ら
い
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
昨
年
度
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

の
整
備
と
し
て
、
大
イ
チ
イ
周
辺
に
木
道
や
階

段
を
新
設
し
、
大
イ
チ
イ
を
よ
り
間
近
で
見
学

で
き
る
よ
う
に
展
望
デ
ッ
キ
も
二
箇
所
に
設
置

し
ま
し
た
。
そ
し
て
去
る
六
月
四
日
（
金
）、

地
元
の
宮
小
学
校
六
年
生
に
よ
る
大
イ
チ
イ
散

策
が
完
成
後
初
め
て
の
行
事
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
高
山
市
一
之
宮
支
所
と
の
共
同
に
よ
る
完

成
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
清
々
し
い
新
緑
の

下
、
高
山
市
議
会
議
員
や
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

参
加
者
が
見
守
る
中
、
宮
小
学
校
の
児
童
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
供
た

ち
か
ら
は
「
歩
き
や
す
く
整
備
し
て
も
ら
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
イ
チ
イ
を
は
じ

め
、
森
林
に
つ
い
て
の
学
習
を
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
ま
す
。」
と
い
っ
た
嬉
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
ほ
か
、
展
望
デ
ッ
キ
へ
登
っ
て
間
近
で
大
イ

チ
イ
を
見
上
げ
る
と
、「
思
っ
た
よ
り
で
っ
か

い
！
」「
す
ご
い
ね
〜
」
と
次
々
に
声
が
あ
が

り
、
イ
チ
イ
の
歴
史
や
生
態
の
説
明
を
受
け
る

と
、
興
味
深
げ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］「
国
際
生
物
多
様
性
の
日
」

の
五
月
二
十
二
日
（
土
）〜
二
十
三
日
（
日
）

に
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
支
援

実
行
委
員
会
の
主
催
で
「
な
る
ほ
ど
生
物
多
様

性
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
ま
で
あ
と
半
年
」
記
念
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
名
古
屋
市
栄
の
オ
ア
シ
ス
21
で

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
子
供
ス
テ
ー
ジ
や
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
中
部
森

林
管
理
局
と
し
て
ブ
ー
ス
展
示
を
行
い
緑
の
大

切
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
出
展
団
体
は
農
林
水
産
省
林
野
庁
中

部
森
林
管
理
局
を
は
じ
め
と
し
た
中
部
地
方
の

行
政
機
関
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
二
十
団
体
出
展

し
、
各
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況
や
生
物
多

様
性
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
思
考
を
こ
ら
し
た
展
示
で
各
ブ
ー
ス
と
も

連
日
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
中
部
森
林
管
理
局
の
ブ
ー
ス
で

は
、
サ
ク
ラ
の
小
枝
で
作
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
（
通

鹿
よ
け
の
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
参
加
者

登
山
者
へ
シ
カ
食
害
の
現
状
を
説
明

「
宮
の
大
イ
チ
イ
」

�

周
辺
整
備
完
成
式
を
開
催

�

〜
高
山
市
一
之
宮
町
宮
国
有
林
〜

な
る
ほ
ど
生
物
多
様
性
・

　
　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
ま
で
あ
と
半
年

�

記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

完成した展望デッキから
大イチイを見学

中部森林管理局のブース

元島指導官の報告を聞く登山者
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称
モ
ッ
ク
ン
）
が
大
人
気
で
、
連
日
大
勢
の

家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

 

［
岐
阜
署
］
夏
を
目
前
に
し
て
新
緑
が
一
層
深

ま
る
中
、「
第
五
回
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
事
業
」
を
下
呂
市
小
坂
町
の
落
合
国
有

林
に
て
六
月
九
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
曇
り
空
が
続
き
天
気
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
一
転
し
て
快
晴
と
な

り
絶
好
の
作
業
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

遊
歩
道
入
口
に
て
袋
詰
め
し
た
木
質
チ
ッ

プ
を
順
番
に
敷
き
詰
め
て
い
く
と
い
う
作
業

で
し
た
が
、
隊
員
の
予
想
以
上
の
作
業
進
行

に
よ
り
予
定
し
て
い
た
時
間
よ
り
早
く
終
了

し
、
そ
の
後
の
作
業
を
森
林
探
索
に
切
り
替
え

て
滝
め
ぐ
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
案
内
し
た
「
仙
人
滝
」、「
材
木
滝
」
は

小
坂
の
滝
め
ぐ
り
コ
ー
ス
に
も
指
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
清
々
し
い
光
景
に
隊
員
か
ら
は
「
水

や
空
気
が
き
れ
い
」、「
貴
重
な
場
所
を
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
る
な
ど
好
評
で
し
た
。

　

今
回
の
作
業
地
に
は
日
本
一
標
高
の
高
い
温

泉
地
を
う
た
う
「
濁
河
温
泉
」
が
あ
り
、
参
加

さ
れ
た
隊
員
は
疲
れ
を
癒
す
べ
く
温
泉
を
満
喫

し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

中
央
ア
ル
プ
ス
駒
ヶ
岳
と
と
も
に

南
信
森
林
管
理
署
駒
ヶ
根
森
林
事
務
所

　

駒
ヶ
根
森
林
事
務
所
は
、
天
竜
川
西
側
の
黒

川
、
赤
穂
、
中
田
切
、
飯
島
、
上
片
桐
、
大
島

山
国
有
林
東
側
に
四
徳
国
有
林
の
約
一
万
一
千

㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
管
内
に
は
木
曽
駒
ヶ
岳
を
主
峰
と
す

る
中
央
ア
ル
プ
ス
が
あ
り
、
花
崗
岩
の
白
さ
と

ハ
イ
マ
ツ
の
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
千
畳
敷
カ
ー
ル

や
高
山
植
物
の
花
畑
な
ど
美
し
い
景
観
を
求

め
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
登
山
者
や
ハ
イ

カ
ー
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

現
場
班
は
、
境
界
巡
検
な
ど
の
森
林
保
全
管

理
業
務
を
中
心
に
事
業
を
実
行
し
て
お
り
、
夏

山
の
最
盛
期
に
は
Ｇ
Ｓ
Ｓ
等
と
連
携
し
な
が
ら

高
山
植
物
の
保
護
・
啓
発
活
動
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

現
場
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
毎
朝
、
森
林
事

務
所
に
お
い
て
森
林
官
と
そ
の
日
の
天
候
や
作

業
内
容
に
応
じ
た
作
業
段
取
り
や
安
全
作
業
の

確
認
等
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
基
本
動
作

の
遵
守
、
不
安
全
行
動
の
排
除
等
を
念
頭
に
、

必
要
な
作
業
を
正
し
い
手
順
で
の
実
行
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
事
業
の
最
盛
期
を
迎
え
る
わ
け
で

す
が
、
南
信
森
林
管
理
署
と
し
て
地
元
住
民
等

に
、
良
い
仕
事
を
や
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
目

に
見
え
る
形
で
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◎
全
国
安
全
週
間

　

７
月
１
〜
７
日　

◎
国
観
協
総
会

　

７
月
１
日　

長
野
市

◎�

平
成
23
年
度
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
ヒ
ア
リ

ン
グ

　

７
月
７
〜
23
日　

中
部
森
林
管
理
局

◎
高
植
協
総
会

　

７
月
９
日　

中
部
森
林
管
理
局

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

７
月
10
・
23
・
29
日

　

富
山
・
飛
騨
・
東
濃
署
管
内

名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

︱
御
岳
遊
歩
道
へ
の
木
質
チ
ッ
プ
の
敷
設
︱

シ
リ
ー
ズ 
シ
リ
ー
ズ 

作業の様子

高山植物の保護活動（グリーンロープの点検補修）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

企
画
調
整
室
監
査
官
（
名
古
屋
事
務
所

副
所
長
）

　

農
林
水
産
技
官 

髙
見
公
一
氏
（
五
十
三

歳
）
は
五
月
二
十
四
日
に
、
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

髙
見
氏
は
、
昭
和
五
十
年
名
古
屋
営
林

局
荘
川
営
林
署
に
採
用
以
来
、
小
坂
署
、

久
々
野
署
、
付
知
署
、
飛
騨
署
、
北
信
署

に
勤
務
。
ま
た
、
本
局
に
お
い
て
は
、
総

務
部
専
門
官
、
企
画
調
整
室
監
査
官
（
名

古
屋
事
務
所
副
所
長
）
と
し
て
総
務
関
係

業
務
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。　

故　髙見公一氏

隊員の皆さん
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しろ うま だけ 

〜
癒
し
の
伝
統
文
化
〜　

布
橋
灌
頂
会

�

（
ぬ
の
ば
し
か
ん
じ
ょ
う
え
）（
立
山
）

 

［
富
山
署
］
神
々
し
い
霊
山
・
立
山
は
、
江
戸
時

代
、
山
中
に
地
獄
と
浄
土
が
あ
り
„
あ
の
世
の
世

界
＂
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
男
性
は
あ
の
世

で
あ
る
立
山
に
立
ち
入
る
こ
と
で
擬
似
的
に
死
者

と
な
り
地
獄
の
責
め
苦
に
見
立
て
ら
れ
た
厳
し
い

禅
定
登
山
を
行
う
こ
と
で
罪
や
穢
れ
を
滅
ぼ
し
下

山
し
ま
す
。
こ
う
し
て
新
た
な
人
格
・
生
命
を
再

生
し
、
現
世
の
安
穏
や
死
後
の
浄
土
往
生
が
約
束

さ
れ
た
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
時
の
立
山
は
女
人
禁
制
の
場
所
で

し
た
。
そ
こ
で
、
立
山
の
入
口
に
あ
る
立
山
町
芦

峅
寺
（
あ
し
く
ら
じ
）
で
は
、
男
性
の
禅
定
登
山

と
同
義
の
儀
礼
と
し
て
、
女
人
救
済
の
た
め
に
閻

魔
堂
・
布
橋
に
お
い
て
、
女
性
の
浄
土
往
生
を

願
っ
て
「
布
橋
灌
頂
会
」
の
法
会
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
会
に
参
集
し
た
女
性
参
詣
者
は
、
閻
魔

堂
で
懺
悔
の
儀
式
を
受
け
た
あ
と
、
こ
の
世
と
あ

の
世
を
つ
な
ぐ
朱
塗
り
の
布
橋
を
白
装
束
に
目
隠

し
を
し
た
姿
で
僧
侶
に
導
か
れ
な
が
ら
白
い
布
の

上
を
渡
り
、「
死
後
の
世
界
」
に
赴
き
ま
す
。
布

橋
を
渡
る
と
、
立
山
山
中
に
見
立
て
ら
れ
た
う
ば

堂
（
現
在
の
遙
望
館
）
の
中
に
導
か
れ
、
そ
こ
で

目
隠
し
を
解
く
と
暗
闇
の
中
で
す
。
や
が
て
室
内

の
覆
い
が
上
が
る
と
、
目
に
射
し
込
む
光
の
先

に
、
立
山
に
つ
な
が
る
別
世
界
を
目
前
に
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
儀
式
は
、
明
治
の
廃
仏
棄
釈
に
よ

る
影
響
で
廃
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
八
年

に
立
山
町
主
催
に
よ
る
復
元
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
平
成
十
七
年
、
十
八
年
、

二
十
一
年
と
開
催
さ
れ
、
昨
年
は
、
県
内
を
は
じ

め
京
都
、
大
阪
な
ど
か
ら
七
十
名
を
超
え
る
女
性

が
参
加
し
、
ま
た
三
千
名
も
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。（
開
催
日
等
の
問
い
合
わ
せ
は
立
山
町

商
工
観
光
課
ま
で
）

◆
ア
ク
セ
ス

　

�

立
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で　

布
橋　

県
道
六
号
線

（
立
山
街
道
）
約
三
十
分

【
周
辺
散
策
】

　

立
山
博
物
館
（
ま
ん
だ
ら
遊
苑
、
遙
望
館
）

か
ら
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
、「
称
名
滝
」
日
本

一
の
落
差
を
誇
る
名
瀑
布
（
ブ
ナ
坂
国
有
林
）

　

ま
た
、
富
山
地
方
鉄
道
［
立
山
駅
］
か
ら

は
美
女
平
、
室
堂
方
面
（
ブ
ナ
坂
国
有
林
）

へ
行
け
ま
す
。

称
名
滝
（
落
差
３
５
０
㍍
）

布橋灌頂会

まんだら遊苑
（餓鬼の針山から見た精霊橋）

遙望館ホールから望む立山連峰


